
 

 

第２次熊本市生物多様性戦略の策定にあたって 

 

 熊本市は、清らかな地下水や豊かな緑といった良好な自然環境に恵まれたま

ちです。特に、先人たちのたゆまぬ努力により引き継がれた地下水は、７４万人

市民の水道水源の全てを賄っており、世界でも希少な「地下水都市」と呼ばれてい

ます。 

この私たちの豊かな暮らしは、多様な生物とそのつながりである「生物多様

性」に支えられています。しかしながら、その「生物多様性」は、人間活動に

より世界的な悪化が続いており、適切な対策を講じなければ、今後さらに加速

すると言われています。 

このような中、生物多様性やそのめぐみである生態系サービスを回復してい

くため、２０２２年の生物多様性条約締約国会議（ＣＯＰ１５）において、２

０３０年までの新たな世界目標「昆明・モントリオール生物多様性枠組」が採

択されました。 

その後、国では、この目標の実現に向け、２０２３年３月末に「生物多様性

国家戦略２０２３－２０３０」が閣議決定され、これまでの生物多様性保全施

策に加え、気候変動や資源循環等の様々な分野の施策と連携し取り組んでいく

ことが示されました。 

それを受け、本市においても、生物多様性の保全に向けて更なる取組を推進

していくため、「第２次熊本市生物多様性戦略」を策定した次第です。 

本戦略では、２０３０年の目標として「熊本の魅力である清らかな地下水や、

豊かな緑といった生物多様性のめぐみを持続可能なものとするため、生物多様

性の損失を止め、回復軌道に乗せる『熊本市版ネイチャーポジティブ（自然再

興）の実現』」を掲げています。これは、従来の自然環境保全の取組だけでは

なく、様々な分野において連携して取り組んでいくことで、私たちの暮らしの

基盤となる「生物多様性」の保全に繋げていくものです。 

将来にわたりそのめぐみを受け続けていくためには、市民や市民活動団体、

事業者の皆様、そして行政等、様々な主体がそれぞれの役割のもと、連携・協

働して、生物多様性の保全と持続可能な利用に向けて取り組んでいくことが重

要となります。共に力をあわせて、人と自然が共生し、魅力と活力ある社会を

築いていきましょう。 

 

 

令和６年（２０２４年）３月 

熊本市長 大西 一史 

 



 

 

 

 



 

 

 

  

この戦略の概要について

戦略の構成 概 要

第１章

◇熊本市生物多様性戦略の目的(P3)

◇対象期間と対象地域(P3)

◇位置づけ(P4)

資料編

◇各種資料(P資-1)

◇用語解説(P資-66 )

本市の生物多様性の特徴、現状と課題につ

いて、動植物、生態系、人との関わりの視

点からまとめています。

●熊本市と生物多様性の関わりは？

この戦略の「目的」「対象期間と対象地域」

「位置づけ」についてまとめています。

第２章

◇生物多様性とは(P8)

◇生物多様性をめぐる国内外の動き(P32)

第３章

◇熊本市の生物多様性の特徴(P39)

◇熊本市の生物多様性の現状と課題(P72)

第４章

◇基本理念と短期目標(P77)

◇熊本市が目指す2050年の望ましい姿(P78)

第５章

◇基本戦略と行動計画の概要(P85)

◇各主体に期待される役割(P87)

◇行動計画(P88)

第６章

◇推進体制(P103)

◇進行管理(P104)

●生物多様性地域戦略とは何か？

●熊本市の生物多様性の特徴は？

生物多様性と私たちの暮らしの関係や生物

多様性の危機、生物多様性に関連する国内

外の取組動向など、策定する背景について

まとめています。

本市が目指す2050年の将来像、2030年までの

目標を示しています。

●2030年までの目標は？

●具体的にどんな取組をするのか？

目標実現のために、本市が実施する取組や

成果指標などを示しています。

本戦略を、着実に推進していくための体制

や進行管理を示しています。

●戦略を作った後はどうするのか？

生物多様性をより理解するために、専門用

語等、難しい用語を解説しています。

●この戦略で記載の難しい用語の意味は？
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